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はじめに 

早稲田大学ラグビー蹴球部（以下、ラグビー部）では、２００４年、競技力向上のためのスポーツ医・科学サ

ポートシステム（Sports Medicine & Science Support System:以下 SMS system）が立ち上がり、今年で５年が

経とうとしている。このシステムの主な特徴は、①いわゆるチームドクター制の廃止とスポーツ医・科学サポート

担当責任者(Director of Sports Medicine & Science Support：以下SMS ディレクター)の配置、②セカンドオピ

ニオン制の導入、③傷害別の専門医とのネットワークの構築、④トレーナー、鍼灸師、栄養士、トレーニングコ

ーチなどのスポーツ現場の専門職の充実、⑤体力強化及びリハビリテーションプログラムの定量的な効果判

定の徹底などが挙げられる。本稿ではラグビー部において2004 年より構築してきたスポーツ医・科学サポート

について紹介する。 
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